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《人口の動き》

2月末日現在

男2，809（一2）

出生3　死亡4

女2，846（一4）

転入6　転出11

計5，655（一6）　世帯数1，598（一1）
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六
十
二
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
水

田
農
業
確
立
対
策
は
、
転
作
目
標

面
積
が
大
幅
に
増
え
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
っ
て
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
六
十
三
年
度
、

松
代
町
に
は
、
次
の
米
需
給
均
衡

化
緊
急
対
策
と
あ
わ
せ
て
一
四
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
配
分
が
あ
り
ま
し

た
。
　
（
前
年
比
一
一
〇
・
五
％
）

　
　
　
　
　
　
　
（
表
ー
－
）

（単位：ha）表一1

水田農業確立対策 緊　急　対　策 合　　　　計

目　標
面　積

面　積 面　積
うち他
用途米

うち他
用途米

うち他
用途米

63年 131．7 8．4 13．3 6．6 145．0 15．0

62年 131．2 8．4 0 0 131．2 8．4

比　較 十〇．5 0 十13．3 十6．6 十13．8 十6．6

昭　和　62　年　度　転　作　実　績 135．9 8．4

（単位：a）◎部落別転作目標面積表一2
転作目標面積は各部落の水田面

積に一定率を乗じて算出してあ
ります。

　
町
で
は
一
月
二
二
日
に
水
田
農

業
確
立
対
策
推
進
協
議
会
に
諮
り
、

各
部
落
別
の
目
標
面
積
を
決
め
て
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
表
i
2
）

字　名
昭和63年度

目標面積

新規転作

面　　積
字　名

昭和63年度

目標面積

新規転作

面　　積

・転作目標面積は各部落の水田面

積に一定率を乗じて算出してあ
ります。

・実績の多い部落は、62年の実績

を目標面積としてあります。

●新規転作面積は、実績のほかに

新規に転作をしていただく面積

です。

◎10アール当りの助成金

松　代 958 一 中　子 61 12

小荒戸 205 23 苧　島 287 34

太　平 222 13 田野倉 487 19

菅　刈 222 17 仙　納 193 19

田　沢 320 一 莇　平 420 一
小屋丸 128 8 諏訪峠 83 一
池之畑 250 一 寺　田 603 一
下　山 337 49 名　平 182 21

千　年 594 21 蒲　生 837 18

池　尻 223 36 儀　明 946 142 区　　分 基本額 加算額

会　沢 208 9 福　島 257 24
一般作物

（大豆、飼料作物、

青刈稲等）

千円

17

千円

20～10清　水 267 14 奈良立 128 7
桐　山 388 一 室　野 1，066 一
蓬　平 782 86 竹　所 352 一

永年性作物等

（果樹、林地等）
22 20～10

東　山 30 峠 945 91114
特例作物
（一般野菜、

　たばこ等）
6 5

海　老 308 6 木和田原 336 11

犬　伏 573 79 農　協 699 73

孟　地 188 一
保全管理 6 『片桐山 121 13

滝　沢 210 33 合　計 14，500 908 土地改良通年施行 8 『

実績の多い部落は、62年の実績

を目標面積としてあります。

●新規転作面積は、実績のほかに

新規に転作をしていただく面積

　です。

◎10アール当りの助成金
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▼転作説明会で真剣に聞き入る人たち

昏
唱

　
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
新
た
に

実
施
さ
れ
る
対
策
で
す
。

　
こ
の
対
策
が
生
ま
れ
た
経
緯
は

水
稲
の
作
柄
が
、
四
年
連
続
の
豊

作
と
な
っ
て
い
る
反
面
、
米
の
消

費
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し

ま
す
。

　
こ
れ
で
は
、
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
が
、
ま
す
ま
す
悪
く
な
り

国
は
四
十
・
五
十
年
代
に
続
く
、

三
度
目
の
過
剰
処
理
を
懸
念
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
水
田
農
業
確
立
対
策

と
併
せ
、
消
費
・
流
通
・
生
産
全

般
に
わ
た
る
緊
急
な
取
り
組
み
を

し
て
、
需
給
均
衡
の
回
復
を
進
め

◎
町
単
圃
場
整
備
に
よ
る
通
年
施

　
行
の
実
施

　
転
作
面
積
が
増
え
る
こ
と
に
対

応
し
町
で
は
町
単
圃
場
整
備
の
対

象
面
積
の
基
準
を
現
行
の
三
〇
ア

ー
ル
を
緩
知
し
、
一
年
作
付
け
を

休
ん
で
圃
場
整
備
を
行
な
う
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
お
む
ね
二
〇
ア
ー
ル
以
上
か
ら

補
助
対
象
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
町
の
補
助
金
を
受
け
て
、

通
年
施
行
で
圃
場
整
備
を
し
た
面

積
は
転
作
と
認
め
ら
れ
助
成
金
も

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
際
、

圃
場
整
備
を
し
な
が
ら
転
作
割
当

て
の
消
化
を
さ
れ
る
よ
う
お
す
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
六
十
三
年
度
で

三
〇
万
ト
ン
を
縮
少
す
る
方
針
で

各
県
へ
配
分
し
ま
し
た
。

　
松
代
町
に
は
こ
の
対
策
分
と
し

て
約
五
三
ト
ン
、
面
積
に
し
て
一

三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
先
に
述
べ

た
全
体
の
一
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

含
ま
れ
て
配
分
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

め
し
ま
す
。

◎
他
用
途
利
用
米
の
導
入

　
今
年
も
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
配

分
が
来
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
農

家
に
対
し
て
配
分
を
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

　
他
用
途
利
用
米
は
、
主
食
用
以

外
の
み
そ
、
せ
ん
べ
い
等
の
加
工

用
に
な
る
米
で
、
一
俵
当
り
政
府

買
入
価
格
の
半
額
程
度
で
す
が
、

水
田
と
し
て
維
持
し
て
ゆ
く
為
に

保
全
管
理
や
レ
ン
コ
ン
、
養
魚
な

ど
の
転
作
を
す
る
よ
り
収
益
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
対
応
で
き
る
農
家

は
取
り
組
み
を
し
て
下
さ
い
。

◎
転
作
推
進
作
物
に
つ
い
て

　
山
ウ
ド
は
町
の
産
地
形
成
加
算

の
対
象
作
目
に
な
っ
て
お
り
十
ア

ー
ル
当
り
五
千
円
の
加
算
金
が
つ

い
て
お
り
、
作
付
面
積
の
拡
大
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
収
益
性
の
あ
る
大
豆
や

な
す
、
い
ん
げ
ん
、
し
し
と
う
な

ど
の
作
物
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

に
し
ま
す
。
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膠
癒
屡
編
麟
薗
凹
屡
⑰
囹
圏
圏
囹
團
圏
圏
圏
團
圏

矯
鵬
癒
塞
騰
灘
義
懸
鞠
雛
錨
蠕
舞

圏
圏
圏
囹
翻
編
蟹
囹
周
関
囹
圏
醤
圏
岡
哲
橘
嗣
郎
囹

東
頸
城
郡
医
師
組
合
に
つ
い
て

　
明
治
二
十
年
の
衛
生
記
録
、
徴

　
　
　
　
　
つ
づ
り

税
村
費
往
復
綴
（
松
代
外
七
ヶ
村

こ
　
ち
ょ
う

戸
長
役
場
）
を
見
る
と
、
東
頸
城

郡
に
医
師
組
合
（
医
師
会
の
前
身
）

が
誕
生
し
た
の
は
同
年
二
月
二
十

五
日
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
綴
の
な
か
の
医
師
組
合
認
可
願

を
現
代
文
で
引
用
し
ま
す
。

　
医
師
組
合
設
立
認
可
願

　
く
ん
れ
い

　
訓
令
の
医
師
組
合
手
続
第

七
条
に
し
た
が
い
郡
内
町
村

内
す
べ
て
の
医
師
が
名
を
連

ね
て
規
約
等
を
別
紙
の
と
お

り
定
め
ま
し
た
の
で
医
師
組

合
を
認
可
し
て
く
だ
さ
い
。

　
明
治
二
十
年
二
月
十
五
日

　
東
頸
城
郡
安
塚
村
外
百
六

　
＋
九
ヶ
村

　
　
医
師
組
合
惣
代

　
　
　
　
　
杉
本
良
伯

　
　
　
　
　
石
原
菅
治

新
潟
県
知
事

　
　
篠
崎
五
郎
殿

　
こ
の
認
可
願
に
対
し
て
県
知
事

か
ら
は
、

衛
第
五
六
二
号

し
よ
め
ん
に
ん
か
そ
う
ろ
う
と

書
面
認
可
候
事
（
願
い
の
と

お
り
許
可
し
ま
し
た
）

明
治
二
十
年
二
月
二
十
五
日

新
潟
県
知
事
篠
崎
五
郎
代
理

　
新
潟
県
書
記
官

　
　
　
　
　
　
　
近
藤
幸
止

の
許
可
書
が
通
達
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
い
　
し
ん

県
の
指
導
　
明
治
維
新
を
経
過
し

て
よ
う
や
く
二
十
年
、
戸
長
役
場

制
度
も
廃
止
し
て
や
が
て
一
層
自

治
制
度
を
と
り
入
れ
た
町
村
制
を

実
施
し
よ
う
と
い
う
国
あ
げ
て
転

換
期
の
時
代
で
し
た
。

　
近
代
的
な
医
療
組
織
づ
く
り
へ

む
け
て
県
は
郡
市
毎
に
医
療
の
近

代
化
と
、
衛
生
思
想
の
普
及
の
た

め
に
、
県
下
の
医
師
に
そ
の
責
任

と
自
覚
を
訴
え
て
医
師
組
合
の
設

立
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　
先
き
の
訓
令
云
々
と
い
う
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
二
十
年
は
じ
め
て
郡
内
の
医
師

が
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

東
頸
城
郡
内
の
医
師

本
郡
の
医
師
組
合
　
県
の
指
導
に

よ
っ
て
最
初
に
組
織
さ
れ
た
医
師

組
合
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ど
ん
な
も

の
で
あ
っ
た
か
。
明
治
二
十
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
さ
い

戸
長
役
場
記
録
に
は
そ
の
詳
細
が

の
っ
て
い
ま
す
．

　
東
頸
城
郡
百
六
十
九
ヶ
村
に
医

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
だ
い
ら

師
三
十
一
名
。
そ
の
う
ち
大
平
村
、

さ
か
　
べ
　
と
う
あ
ん
　
　
　
ゆ
　
も
と
　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
う
か
ん

坂
部
東
庵
、
湯
本
村
柳
沢
良
寛
は

き
　
り
ゅ
う

寄
留
医
師
で
他
は
す
べ
て
村
内
出

身
の
医
師
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
医
師
群
の
う
ち
現
松
代
町

内
の
医
師
は
、
田
野
倉
村
の
斎
藤

す
ヤ
つ
さ
よ
う

枢
卿
を
は
じ
め
米
持
宇
平
治
（
室

野
）
、
井
上
庄
吉
（
小
池
村
）
、
小
島

徳
十
郎
（
犬
伏
）
、
小
島
鹿
三
治
（
犬

　
　
　
　
と
き
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん

伏
）
、
松
山
常
盤
（
犬
伏
）
、
富
沢
玄

ば磐
（
小
荒
戸
）
、
若
井
三
平
（
蓬
平
）
、

山
岸
太
郎
吉
（
片
桐
山
）
、
の
九
名

が
お
り
ま
す
。

　
松
代
町
に
は
郡
内
の
現
他
町
村

に
比
較
し
て
多
い
医
師
が
存
在
し

た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

医
師
組
合
の
規
約

　
県
に
提
出
し
た
組
合
規
約
は
全

二
十
二
条
で
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
の
二
、
三
を
紹
介
し
ま
す
。

第
五
条
　
難
病
を
診
察
す
る
と
き

は
処
方
を
添
え
て
近
く
の
医
師
に

通
報
し
、
そ
の
知
ら
せ
を
う
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
ぽ
う

医
師
は
直
ち
に
参
集
し
、
解
剖
を

行
う
時
は
郡
医
師
組
合
長
に
通
知

し
、
他
の
医
師
も
通
知
を
受
け
た

　
　
　
さ
ん
カ
ん

ら
各
自
参
観
（
勉
強
）
す
る
こ
と

と
、
あ
り
ま
す
．

第
七
条
　
医
師
組
合
の
集
会
は
年

間
四
回
と
し
、
四
月
一
日
、
六
月

一
日
、
九
月
一
日
、
十
一
月
一
日

と
す
る
。
と
あ
り
ま
す
。

第
八
条
　
一
回
の
会
は
日
数
二
日

と
し
、
午
後
一
時
よ
り
五
時
ま
で
、

次
の
日
は
午
前
八
時
よ
り
正
午
ま

で
と
す
る
。
と
も
あ
り
ま
す
。

第
九
条
　
集
会
所
は
安
塚
と
き
め

て
郡
役
所
か
添
景
寺
。
ま
た
は
賞

泉
寺
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
借
用
す

る
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
代
の
医
師
は
、
す
べ
て

江
戸
時
代
の
生
れ
で
す
。
こ
の
う

　
　
　
　
ら
ん
か
く

ち
洋
学
（
蘭
学
）
を
学
ん
だ
人
が

何
人
い
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ

が
、
こ
れ
ら
の
医
師
は
時
代
の
要

　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ば

請
に
こ
た
え
て
、
産
婆
さ
ん
を
養

成
し
た
り
、
医
師
の
玉
子
を
育
て

　
　
　
　
　
さ
い
せ
い
か
く
し
ゃ

て
い
ま
す
。
斎
精
学
舎
を
出
た
関

谷
精
斎
、
室
岡
虎
次
郎
氏
ら
は
は

じ
め
こ
れ
ら
の
人
に
教
え
を
受
け

　
　
　
　
じ
　
け
い

ま
し
た
。
慈
恵
医
大
を
出
た
関
谷

か
く
　
じ

赫
治
氏
な
ど
、
近
代
医
学
を
学
び
、

地
域
医
療
に
従
事
し
た
人
は
今
日

　
　
ま
い
き
よ

ま
で
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。
町
史
は
こ
の
点
も
重
視
し
ま

す
。

雑撫
象
騰懸
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走れ／
　　　われらの北越北線

護轡購葬
鰹蝋菌婬

　儀明小6年

村松智恵美さん

期
…
術
の
…
星
北
越
悲
線
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…
　
｝

『
　
　
一
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㎜
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一
儀
謄
明
皿
小
乃
ナ
7
萩
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一
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一

一
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…
㎜
㎜
…
天
犀
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㎜
対
払
智
恵
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㎜
「
㎜
ペ
ッ
塞
占
『

…
　
…
　
…
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㎜
　
一
　
一
　
㎜

こ
薮
は
、
㎜
ノ
途
飛
像
U
五
、
む
か

し
…
の
㎜
レ
熟
　
…

の
㎜
を
㎜
で
…
す
。
㎜
北
㎜
越
万
ム
、

を
…
想
像
す
ゑ
限
…
り
ぞ
ば
…
、
頁
皇
，

を
通
ゑ
将
、
…
『
㎜
』
『

つ
芝
丑
◎
傷
…
、
『
ン
㎜
丑
．
八
…
》
豆
一

遠
巡
の
…
方
…
で
戸
｝
い
㎜
て
…
い
…
ゑ
蚤
聞
こ

－
ス
な
…
い
…
よ
至
な
…
、

㎜
そ
ん
㎜
盆
音
…
ご

蜜
に
と
っ
…
て
…
の
更
越
逃
ノ
意
、

安
⑳
、
車
㎜
て

…
．
…
隆
を
走
含
ぢ
ー

で
な
㎜
忌
、
堤
看
燭
壬
る
…
よ
）
璽
、

そ
…
ん
㎜
擢
謎
…
浬
逃
　
㎜
置
す
｝
。
㎜
糸
…
路
㎜
は

と
…
よ
ま
…
て
ゑ
士
至
て
い
ま
㎜
．
蓄

の
…
撚
畜
ハ
さ
ん
…
も
や
…
ざ
』
く
…
て
皿
、
煽

塑
て
す
。
私
に
と
，
…
て
砺
夢
⑳
・

…
笹
、
琶
享
の
㎜
増
に
㎝
で
も
一
訟
て
…
義
工

う
な
…
、
そ
ん
…
な
皿
．
り一

㎜
で
ガ
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…
狸
、

あ
う
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．
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緑
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畑
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．
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、
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鑓
楼
ま
つ
だ
0

ノ編
ゴ、霧

1ラ

ξ
ン
コ

テ
）冬

為

　　　　　鞭タィン炸

番　　　　　　　．　　　　　　　’　　　　　　　tr　　　　　　，　，・
　　　　　　　　　　帽　　　　　　　，　　　　　　　　　　－　　　　　　　　、～　　　　　　　　A　　　　　　　　『　　　　　　　　　』

　　　　　　　　　・論

診奪
一裾

遷

／釜

　イ入ロ　ノ会場セワツとお見せします

一》

エ7爪∂一ト

p
・
、
　
　
し

◎套暢内懸の翼物ぽ欝鶏のチ墾隷郷謹場内楚

　お灘求め肇灘灘。F

　灘欝．鎌塗磐織諜畿癬翻額灘講効驚残覆難鎌雛繋瞼

　鐸麟叢嫉絃騨羨雛織羅蒙懸霧。

3月13日（日）

午前9：00　開　　場

　　●雪上車・雪国列車

　　●熱気球　●スノーシューター
　　10：00　スノーワールド・クエスト

　　①アイテムを探せ　10：30～11：00

　　②人間コリントゲーム11：20～12：00

　　◎妖怪ランドの決戦　　1：00～1：40

　　10：30こまあしゃるモデル撮影会
　　　（10：30～12：00と1：00～2：30）

　　12：00雪上アトラクション
　　　（1：00まで）

午後2：00　もちつき大会

　　　2：40閉会式
　　　　スノーワールドクエスト表彰式

　　　　ふるさと会員の認定式

　　　　隠し文字点火

　　　　風船打上げ

食いだおれ横丁

　　　　　　（前）9＝00～（後》3＝00まで

3月12日仕）

午後2：00オーブニングtzレモニー

　　2：50　〔出陣太鼓）奴奈川太鼓

　　3：00　「乗っとれ！松代城」出発

　　3：00ベンジョンソンに挑戦
　　4：00　雪上自転車モトクロス大会

　　4：40城主入場
　　　　　〔凱旋太鼓）松苧太鼓

　　5：00表彰式
　　5：40　カラオケ・パフオーマンス

　　6：30　ミュージカルパフォーマンス

　　　　　「11匹の猫」

　　　　　柏崎市　ミュージカルワーク

　　　　　　　　　　　　　ショツブ

　　8：10鳥追いカーニバル

　　　　　どんど焼き点火

　　　　　雪中花火

食いだおれ横丁

　　　後》2＝00～後）9＝00まで

◎特設の騒華場輝あ幾ます。

　係員の指薄奪確塞纏駐鐵し饗下慧鱒、

　路叢駐禦ぽ絶対穫な購饗箪慧憾。
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ス
キ
ー
大
会
結
果

デ
ッ
カ
イ
土
産
　
距
離
の
松
代
高
校

　
　
国
体
で
牧
田
二
位
、

　
第
四
十
三
回
国
体
冬
期
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
あ
し
ろ

競
技
会
（
岩
手
県
安
代
町
田
山
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
）
で
二

月
二
十
五
日
松
代
高
三
年
、
牧
田

義
明
君
（
峠
・
藤
田
屋
）
が
居
並

ぶ
強
豪
を
相
手
に
距
離
少
年
1
5
㎞

で
堂
々
の
二
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
北
海
道
旭
日
川
で
行
わ
れ

た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
大
会
で
は
残
敗

し
て
い
た
だ
け
に
、
今
大
会
で
借

り
を
返
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

柳
二
位
、
渡
辺
五
位

　
な
お
、
松
代
高
出
身
の
渡
辺
博

文
選
手
（
日
体
大
・
糸
魚
川
）
が

成
年
男
子
一
部
A
1
5
㎞
で
五
位
、

柳
時
夫
選
手
（
自
衛
隊
・
小
屋
丸
）

が
成
年
男
子
二
部
1
5
㎞
で
二
位
と

こ
の
日
は
ま
さ
に
松
代
高
校
デ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
八
日
か
ら
の
青
森
県
で
の

全
日
本
選
手
権
で
も
是
非
、
距
離

の
松
代
高
校
の
名
を
轟
か
せ
て
下

さ
い
。

2
3
？
6
2
2
2
3
？
6
？
6
？
6
？
6
2
3
2
2
2
？
6
2
？
6
2
？
6
？
6
3
3
3
2

斉
藤
真
也
君
（
松
代
中
）

　
　
　
　
　
上
石
杯
を
制
す

第
2
回
上
石
杯
ス
キ
ー
大
会

　
期
日
　
一
月
三
十
一
日

　
会
場
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

▼
中
学
男
子
－
o
㎞

優
勝
斉
藤
真
也

（
松
代
中
三
）

＋
位
佐
藤
政
秀

（
同
）

　　　　
33101
分人
19）
秒

3

35
分
3
9
秒
9

▼
中
学
女
子
5
㎞
（
3
3
人
）

七
位
　
柳
　
明
美
　
2
2
分
1
2
秒
7

（
松
代
中
三
）

八
位
　
柳
　
妙
子
　
2
2
分
31
秒
9

（
同
一
）

▼
小
学
校
男
子
5
㎞
（
鵬
人
）

五
位
　
山
岸
裕
樹
　
1
9
分
4
4
秒
5

（
奴
奈
川
小
六
）

六
位
　
石
口
知
之
　
1
9
分
4
9
秒
7

（
松
代
小
六
）

▼
小
学
校
女
子
3
㎞

八
位
　
宮
沢
真
由
美

7
（
松
代
小
六
）

九
位
　
村
松
智
恵
美

8
（
儀
明
小
六
）

第
3
3
回

（
期
人
）

12
分
4
4
秒

12
分
4
5
秒

　
　
町
民
ス
キ
ー
大
会

期
日
　
二
月
十
四
日

会
場
　
少
林
寺
山
ス
キ
ー
場

　
　
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

○
ア
ル
ペ
ン

▼
大
回
転
（
小
六
男
）

①
柳
　
伸
宏
1
分
7
秒
2
（
松
）

②
斉
藤
晃
也
1
分
8
秒
4
（
同
）

③
相
沢
貴
弘
1
分
n
秒
－
（
同
）

▼
同
（
小
五
男
）

①
村
山
由
貴
男
1
分
1
0
秒
1
（
同
）

②
室
岡
秀
貴
1
分
1
4
秒
0
（
同
）

③
柳
　
宏
明
1
分
2
2
秒
－
（
同
）

▼
同
（
小
六
女
）

①
関
谷
美
雪
1
分
1
6
秒
4
（
同
）

▼
同
（
小
五
女
）

①
室
岡
真
悠
子
1
分
1
6
秒
9
（
同
）

②
相
沢
星
子
1
分
1
7
秒
3
（
同
）

③
小
堺
知
子
1
分
1
9
秒
4
（
同
）

▼
同
（
中
学
男
）

①
村
山
政
仁
1
分
2
秒
6

②
若
井
考
幸
1
分
2
秒
9

③
柳
　
志
朗
1
分
8
秒
5

▼
同
（
中
学
女
）

①
相
沢
み
ど
り
1
分
1
2
秒
5

▼
同
（
一
般
）

①
小
島
昭
夫
1
分
6
秒
7

②
柳
　
正
春
1
分
9
秒
5

③
村
山
達
三
1
分
1
2
秒
2

▼
回
転
（
小
六
男
）

①
斉
藤
晃
也
4
3
秒
5

②
南
雲
一
彦
4
6
秒
O

③
樋
口
朋
一
5
2
秒
8

▼
同
（
小
五
男
）

（
松
）

（
同
）

（
同
）

①
村
山
由
貴
男
4
8
秒
1
（
同
）

②
室
岡
秀
貴
5
1
秒
2
（
同
）

③
樋
口
隆
夫
51
秒
9
（
同
）

▼
同
（
中
学
男
）

①
若
井
考
幸
4
1
秒
2

③
柳
　
志
朗
4
3
秒
4

▼
同
（
中
学
女
）

①
相
沢
み
ど
り
　
52
秒
2

▼
同
（
一
般
）

①
小
島
昭
夫
　
41
秒
3

②
室
岡
茂
男
1
分
0
秒
4

0
距
離

▼
女
子
2
㎞
（
小
五
）

①
宮
沢
真
由
美
8
分
8
秒
6
（
松
）

②
高
橋
久
美
8
分
1
7
秒
0
（
莇
）

③
柳
満
智
子
8
分
2
5
秒
5
（
孟
）

▼
同
（
小
六
）

①
村
松
智
恵
美
7
分
5
4
秒
6
（
儀
）

②
下
坂
美
香
8
分
1
4
秒
1
（
奴
）

③
高
橋
陽
子
8
分
2
5
秒
9
（
松
）

▼
男
子
3
㎞
（
小
五
）

①
宮
沢
直
人
n
分
3
8
秒
1
（
松
）

②
関
谷
　
真
n
分
5
7
秒
5
（
同
）

③
相
沢
智
幸
紀
1
2
分
3
秒
6
（
同
）

▼
同
（
小
六
）

①
高
橋
将
和
1
0
分
2
9
秒
8
（
莇
）

②
山
岸
裕
樹
1
0
分
3
4
秒
6
（
奴
）

③
石
口
知
之
1
0
分
4
3
秒
6
（
松
）

▼
中
学
男
子
5
㎞

①
斉
藤
真
也
2
0
分
18
秒
1

②
若
井
憲
一
2
1
分
2
2
秒
7

③
山
賀
淳
一
2
1
分
3
9
秒
O

▼
中
学
女
子
3
㎞

①
柳
　
妙
子
12
分
1
5
秒
5

②
山
岸
弘
美
1
3
分
5
6
秒
6

▼
混
成
リ
レ
ー

①
莇
平
小
　
2
6
分
7
秒
4

②
蓬
平
小
　
2
8
分
2
9
秒
0

③
北
山
小
　
2
9
分
2
3
秒
4

▼
男
子
リ
レ
ー

①
松
代
小
A
2
3
分
2
3
秒
O

②
蓬
平
小
A
2
3
分
5
2
秒
0

③
奴
奈
川
小
　
2
4
分
5
2
秒
7

▼
女
子
リ
レ
ー

①
松
代
小
A
　
2
5
分
5
3
秒
6

②
孟
地
小
A
　
2
5
分
5
6
秒
6

③
奴
奈
川
小
　
2
6
分
6
秒
6
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松嚢町の

野鳥

シ
リ
ー
ズ
⑬

　
松
代
町
で
は
普
通
に
観
察
さ
れ
、

探
鳥
会
で
は
、
鳴
き
声
が
大
き
く
、

他
の
鳥
の
声
が
聞
け
な
い
こ
と
か

ら
、
嫌
わ
れ
者
の
こ
の
鳥
は
、
ス

ズ
メ
目
ヒ
ヨ
ド
リ
科
に
分
類
さ
れ
、

亜
種
と
し
て
、
エ
ゾ
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ア
マ
ミ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
イ
シ
ガ
キ
ヒ
ヨ
ド

リ
、
タ
イ
ワ
ン
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ダ
イ

ト
ウ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ヒ

ョ
ド
リ
、
ハ
シ
ブ
ト
ヒ
ヨ
ド
リ
が

お
り
、
ヒ
ヨ
ド
リ
科
に
、
シ
ロ
ガ

シ
ラ
と
い
う
鳥
も
お
り
ま
す
。
ヒ

ヨ
ド
リ
と
い
う
鳥
は
、
ど
ん
な
鳥

　
臨
　
　
驚
　
　
　
　
漁

　
講
。

　
　
　
鰍

蜘
跳
　
　
　
漁

鞠
『靴　　　　　 猟

　　　　　　　　　F厭

灘

　　　　　　　　　　　．齢・

　・鰍　　　　　　　　　　撫

　　　　　騨
　　1焦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強・P

　　　　　　　　輪㌦　　　　　　　　　・、嬢．，．

　　，，琳．　　　　　1鰍』

▲群をなして移動するヒヨドリ

ヒ
ヨ
“k
『
n
ソ

松
永

洗

で
し
ょ
う
か
。
大
き
さ
は
、
ム
ク

ド
リ
（
松
代
町
で
は
、
ギ
ャ
ー
ギ

ャ
ー
鳥
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
）

と
同
じ
位
で
す
が
、
尾
が
長
い
の

で
、
全
長
で
は
ム
ク
ド
リ
よ
り
大

き
く
な
り
ま
す
。
全
身
暗
青
灰
色

で
、
下
面
に
は
淡
色
の
斑
が
あ
り
、

翼
、
尾
は
や
や
暗
色
で
頬
は
、
茶

色
斑
が
あ
り
、
噛
は
、
細
長
く
頭

部
は
、
ぼ
さ
ぼ
さ
頭
を
し
て
お
り

ま
す
。
同
じ
ヒ
ヨ
ド
リ
で
も
、
北

の
地
方
の
個
体
は
淡
色
、
南
方
の

個
体
は
、
黒
味
が
強
く
、
沖
縄
諸

島
の
も
の
は
非
常
に
暗
色
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
潟

県
に
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ
と
エ
ゾ
ヒ
ヨ

ド
リ
が
棲
息
し
て
い
ま
す
。
ヒ
ヨ

ド
リ
の
鳴
き
方
は
、
ピ
イ
ー
ヨ
、

ピ
イ
ー
ヨ
と
鳴
き
甘
い
物
が
大
好

き
で
、
果
物
、
花
の
蜜
な
ど
を
好

ん
で
食
べ
ま
す
。
か
わ
っ
た
と
こ

ろ
で
は
、
餌
台
に
置
い
た
、
ミ
カ

ン
、
リ
ン
ゴ
、
パ
ン
、
ド
ー
ナ
ツ

な
ど
も
好
ん
で
食
べ
ま
す
。
私
も

ミ
カ
ン
の
輪
切
り
を
木
の
枝
に
さ

し
て
お
い
た
ら
、
三
～
四
日
後
に

ヒ
ヨ
ド
リ
が
食
べ
に
来
て
、
そ
の

後
時
々
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

松
代
町
で
は
普
通
に
観
察
さ
れ
ま

す
が
、
緑
の
国
勢
調
査
で
は
、
松

代
町
に
繁
殖
の
確
認
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
た
ま
た
ま
調
査
時
に

確
認
で
き
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と

と
思
い
ま
す
．

　
昨
年
の
松
代
町
の
野
鳥
を
見
る

会
（
会
長
佐
藤
公
男
公
民
館
長
）

が
、
城
山
で
月
例
探
鳥
会
を
行
っ

た
際
、
ヒ
ヨ
ド
リ
の
北
上
群
を
観

察
し
ま
し
た
が
、
松
代
上
空
を
北

上
す
る
群
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

春
と
秋
の
通
過
コ
ー
ス
が
異
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ヒ

ヨ
ド
リ
は
漂
鳥
と
い
う
こ
と
で
、

夏
は
山
地
で
営
巣
し
、
冬
は
平
地

に
降
り
て
く
る
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
環
境
に
順
応

し
た
の
か
、
町
が
棲
み
や
す
い
の

か
、
山
地
に
帰
ら
ず
都
会
の
、
民

家
の
庭
木
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ

ラ
ン
ダ
の
植
木
に
営
巣
す
る
も
の

が
あ
り
、
時
々
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ

わ
し
て
い
ま
す
。

　
巣
は
、
木
々
の
葉
も
か
な
り
茂

っ
た
こ
ろ
の
五
月
こ
ろ
で
、
木
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

私
た
ち
の
地
域
に
役
立
つ

『
簡
易
保
険
』
と
懸
郵
便
年
金
』

▲最新型のスクールバス

・松代水道管布替工事　390万円
・消防自動車、ポンプ購入　　580万円

・除雪ドーザー購入　620万円
・仙納集落開発センター建築1、070万円

・城跡公園整備事業　980万円
・田野倉除雪機械車庫建築　　170万円

・町道改良・舗装工事1億4，140万円
・犬伏保育園増築工事　580万円
・スクールバス購入　830万円
　　　合　　　計　　1億9，360万円

　
郵
便
局
で
は
、
皆
様
の
簡
易
保

険
、
郵
便
年
金
の
積
立
金
の
一
部

を
、
公
共
施
設
整
備
の
た
め
に
町

村
等
に
融
資
し
て
い
ま
す
。
昭
和

六
十
二
年
度
松
代
町
に
お
い
て
も

こ
の
資
金
の
融
資
を
受
け
て
次
の

よ
う
な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

〈
会
合
に
利
用
さ
れ
る

　
　
　
仙
納
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　無灘

畷
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／
小
枝
、
つ
る
、
樹
皮
、
シ
ダ
類
、

草
の
茎
、
根
な
ど
を
使
っ
て
椀
形

の
巣
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
朝
早

く
、
一
日
一
卵
を
生
ん
で
、
三
～

四
個
を
産
み
、
雌
が
温
め
始
め
ま

す
。
ヒ
ヨ
ド
リ
の
繁
殖
生
態
を
調

査
し
た
人
の
報
告
で
は
、
雌
は
三

〇
分
ほ
ど
抱
い
て
、
一
〇
分
ほ
ど

単
を
離
れ
、
食
事
を
し
巣
に
も
ど

る
時
は
、
巣
を
中
心
に
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
程
の
ナ
ワ
バ
リ
を
防
衛
し
て

い
る
雄
が
一
緒
に
つ
い
て
来
て
、

雌
が
巣
に
入
る
の
を
み
と
ど
け
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

雛
は
、
一
三
～
一
四
日
で
艀
化
し
、

親
は
、
ト
ン
ボ
、
セ
ミ
、
チ
ョ
ウ
、

ガ
の
成
虫
、
チ
ョ
ウ
、
ガ
の
幼
虫
、

ク
モ
、
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
の
ほ
か
、

サ
ク
ラ
や
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
の
実

を
与
え
て
い
ま
す
。
雛
へ
の
給
餌

で
、
セ
ミ
や
オ
ニ
ヤ
ン
マ
な
ど
の

大
き
い
昆
虫
を
与
え
る
時
、
雛
の

口
に
入
ら
ず
、
何
度
も
引
っ
ぱ
り

出
し
て
向
き
を
変
え
て
押
し
込
ん

だ
り
、
雛
の
上
下
の
蝟
を
軽
く
は

さ
ん
で
や
っ
て
飲
み
込
む
の
を
助

け
て
や
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
親
か
ら
、
一
生
懸
命
餌

を
も
ら
い
艀
化
後
、
一
〇
～
一
一

日
後
に
単
立
ち
し
ま
す
。
し
か
し

一
人
前
の
ヒ
ヨ
ド
リ
に
な
る
に
は
、

き
び
し
い
し
つ
け
と
訓
練
を
受
け
、

艀
化
後
一
ヵ
月
位
を
必
要
と
し
、

親
離
れ
す
る
の
で
す
。
ヒ
ヨ
ド
リ

の
雌
雄
は
、
同
色
で
野
外
で
は
区

別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
最
近
に
な
っ

て
標
識
調
査
を
す
る
に
あ
た
り
、

区
別
の
必
要
性
か
ら
研
究
し
た
と

こ
ろ
、
や
っ
と
み
つ
か
り
、
そ
れ

は
翼
長
の
長
短
に
よ
る
方
法
で
す
。

翼
長
が
一
二
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の
は
雄
で
、
一
二
六
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
は
雌
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
中
間

の
一
二
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
場
合

は
、
胸
部
、
下
尾
筒
の
色
彩
に
よ

り
区
別
す
る
の
で
す
。
し
か
し
そ

れ
も
、
翼
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
野
外
で
は
、
こ
の
方

法
で
は
む
ず
か
し
い
よ
う
で
す
。

　
ヒ
ヨ
ド
リ
は
、
春
、
秋
に
は
移

動
す
る
群
が
観
察
さ
れ
、
特
に
秋

の
五
〇
～
一
〇
〇
羽
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
の
群
が
柏
崎
市
上
空
を

移
動
す
る
様
子
は
、
み
ご
と
で
す
。

写
真
は
、
枝
に
止
ま
っ
て
や
す
む

ヒ
ヨ
ド
リ
と
、
も
う
一
枚
は
、
移

動
す
る
群
の
写
真
で
す
。
こ
の
写

真
に
何
羽
写
っ
て
い
ま
す
か
、
か

ぞ
え
て
み
て
下
さ
い
。
最
後
に
長

塚
　
節
の
ヒ
ョ
ド
リ
の
歌
で
こ
の

項
を
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
林
は
草
も
茗
荷
も
黄
葉
し
て

　
あ
か
る
き
雨
に

　
　
　
　
鵯
ぞ
な
く
な
る

4月から保険料が
　　　改定されます

月額

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
今
年

四
月
か
ら
月
額
七
、
七
〇
〇
円
に

な
り
ま
す
。
付
加
年
金
加
入
の
方

は
、
月
額
八
、
　
一
〇
〇
円
と
な
り

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
加
入
者
の
方
が

老
齢
と
な
っ
た
と
き
、
年
金
を
支

給
し
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と

が
第
一
の
目
的
で
す
。
そ
の
た
め

年
金
水
準
は
一
定
に
保
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
年
金
受
給
者
が
増
加
し
、

ま
た
、
年
金
額
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

に
よ
り
年
金
の
支
払
い
額
は
増
え
、

こ
の
先
も
増
え
続
け
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
の
支
払
い
財
源
は
、
み
な

さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
と
国
の
負

担
な
ど
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
を
健
全
に
運
営

し
て
い
く
た
め
の
保
険
料
の
改
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
．
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◆
⇔
◆
⇔
砂
◆
⇔
⇔

所　得　税の

申告と納税は

お済みですか

　
昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の

申
告
と
納
税
は
も
う
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
申
告
と
納
税
の
期
限
は

三
月
十
五
日
㈹
で
す
。
必
ず
期
限

内
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
振
替
納
税
に
よ
り
預
金

口
座
か
ら
納
め
ら
れ
る
方
は
、
四

月
十
一
日
㈲
に
指
定
口
座
か
ら
引

き
落
し
さ
れ
ま
す
。

N
H
K
学
園
高
校

　
　
　
　
　
生
徒

　
N
H
K
学
園
高
等
学
校
で
は
、

六
十
三
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
N
H
K
学
園
高
校
は
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
学
習
す
る
広

域
通
信
制
高
校
で
、
四
年
間
で
高

校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
る
「
高

校
普
通
科
コ
ー
ス
」
、
特
定
の
科
目

だ
け
を
選
ん
で
単
位
を
取
る
「
選

科
生
コ
ー
ス
」
、
そ
れ
に
希
望
す
る

科
目
を
自
由
に
学
習
す
る
「
教
養

コ
ー
ス
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
科
目
も
基
礎
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
の
で
、
中
学
卒
業
後
、
長
い
ブ

ラ
ン
ク
が
あ
る
人
で
も
支
障
な
く

学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
書
道
や
俳
句
、
油
絵
な
ど

一
般
社
会
人
を
対
象
と
し
た
「
生

涯
学
習
講
座
」
も
あ
り
ま
す
。

　
受
講
案
内
（
無
料
）
は
ハ
ガ
キ

で
、
N
H
K
新
潟
放
送
局
（
〒
9

5
1
新
潟
市
川
岸
町
一
－
四
九
）

へ
．

　
昨
今
の
交
通
事
情
の
激
変
に
よ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
交
通
事

故
の
心
配
は
切
り
離
せ
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　
不
幸
に
も
昨
年
秋
、
室
野
地
内

に
お
い
て
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
町
内
に
お
け
る
事
故
件
数

も
着
実
に
増
え
て
来
て
い
ま
す
。

”
万
が
7
の
交
通
事
故
に
備
え

家
族
そ
ろ
っ
て
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
一
年
間

　
　
三
百
五
十
円
の
掛
金

o
会
費
（
掛
金
）

　
大
人
も
子
供
も
年
額
三
百
五
十

　
円
（
途
中
加
入
も
同
額
）

o
共
済
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
末
日

ま
で
（
途
中
加
入
者
は
会
費
を

一
人
ひ
と
り

交
通
ル
ー
ル
守
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
故
は
無
し

　
納
入
し
た
翌
日
か
ら
）

○
申
し
込
み
方
法

　
三
月
中
旬
に
、
部
落
区
長
さ
ん

　
（
又
は
隣
組
長
さ
ん
）
か
ら
加
入

申
込
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

加
入
申
込
書
に
は
あ
ら
か
じ
め

世
帯
員
の
氏
名
等
が
記
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
加
入
し
な
い
氏
名

等
は
線
を
引
き
、
ま
た
転
入
さ

れ
た
人
等
で
加
入
し
た
い
場
合

は
空
欄
に
記
入
し
掛
金
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

対
象
と
な
る

　
　
　
交
通
事
故
は

o
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
る
事
故

．
日
本
国
内
に
お
け
る
交
通
事
故

　
に
よ
り
死
亡
・
傷
害
を
受
け
た

時
（
自
動
車
・
自
転
車
・
歩
行

中
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
合
）

交
通
災
害
共
済
は

　
会
員
相
互
の

　
　
　
助
け
合
い
…
…

o
見
舞
金
が
給
付
さ
れ
な
い
事
故

．
故
意
に
よ
る
事
故

．
重
大
な
過
失
（
飲
酒
運
転
、
速

度
違
反
、
無
免
許
運
転
等
）

・
天
災
地
変

見
舞
金
請
求
は

　
　
　
一
年
以
内
に

．
万
一
事
故
に
遭
わ
れ
て
七
日
以

上
の
入
院
・
通
院
治
療
が
あ
る

方
は
早
目
に
ご
相
談
下
さ
い
。

不
明
な
点
は
、

通
安
全
係
へ

役
場
総
務
課
交
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盲高ヨ
〒E已

県
立
高
田
南
城
高
等
学
校

　
　
　
　
通
信
制
過
程
生
徒
募
集

　
働
き
な
が
ら
、
主
と
し
て
自
宅

で
学
習
す
る
通
信
教
育
に
よ
り
、

高
等
学
校
卒
業
の
学
力
と
資
格
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
入
学
資
格

　
中
学
校
卒
業
（
卒
業
見
込
）
又

　
は
、
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す

　
る
人
。
性
別
・
年
齢
制
限
な
し
。

二
募
集
コ
ー
ス

　
①
卒
業
コ
ー
ス
（
卒
業
資
格
を

　
　
取
得
し
た
い
人
）

　
②
科
目
別
コ
ー
ス
（
卒
業
資
格

　
　
を
目
的
と
せ
ず
、
実
力
と
教

　
　
養
の
た
め
の
勉
強
）

三
募
集
学
科
　
普
通
科

四
願
書
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
八
日
ま
で

五
授
業
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
生

　
徒
会
費
等
で
年
間
五
千
円
は
必

要
）

　
卒
業
コ
ー
ス
は
教
科
書
も
無
償
。

⊥
ハ
奨
学
金

　
奨
学
金
・
修
学
奨
励
金
の
貸
与

　
制
度
あ
り
．

※
入
学
案
内
、
入
学
願
書
は
返
信

用
封
筒
（
7
0
円
切
手
を
は
り
宛
名

を
明
記
）
を
同
封
し
左
記
へ
請
求

す
る
。

　
〒
9
4
3
　
上
越
市
南
城
町
三

丁
目
三
－
八
　
県
立
高
田
南
城
高

等
学
校
通
信
制
ま
で
。

電
話
料
金
後
払
い
の
ク
レ
ジ
ツ
ト
通
話
を

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
料
金
後
払
　
　
せ
は
、
安
塚
電
報
電
話
局
（
盈
二

い
で
電
話
が
か
け
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
1
二
五
〇
〇
）
へ

　
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

斎
斎
斎
壱
壱
壱
壱
条
倉
斎
壱
壱
壱
斎
壱
壱
壱
斎
壱
壱
壱
斎
斎
条
斎
斎

越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

　
　
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
主
催
の
写
　
　
　
広
報
紙
に
掲
載
。

真
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、
あ

な
た
の
腕
を
た
め
し
て
み
ま
せ
ん

か
。一

題
　
材

①
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
の
イ
ベ

　
ン
ト
に
関
連
し
た
も
の
。

②
右
記
の
会
場
で
行
わ
れ
る
、
モ

　
デ
ル
撮
影
会
の
も
の
。

※
モ
デ
ル
撮
影
会
は
、
3
月
1
3
日

㈹
前
1
0
時
3
0
分
～
12
時
、
後
1
時

～
2
時
3
0
分
の
二
回
。

二
規
定
・
規
格

①
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ッ
切
り
。

②
写
真
の
裏
に
住
所
・
氏
名
・
電

　
話
番
号
を
記
入
。

③
入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
し

　
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
。

④
入
賞
発
表
は
直
接
通
知
し
町
の

三
応
募
先

　
町
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）

四
締
切
り

　
昭
和
63
年
3
月
31
日
㈲

五
表
　
彰

・
最
優
秀
賞
　
一
名

　
賞
状
・
賞
品
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
㈹

・
優
秀
賞
　
三
名
　
二

　
賞
状
・
賞
品
・
ト
ロ
フ
ィ
ー

・
松
代
町
長
賞
　
一
名

　
賞
状
・
賞
品
・
楯
（
以
下
同
）

・
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
会
長
賞
　
一
名

・
松
代
町
教
育
長
賞
　
一
名

・
松
代
町
公
民
館
長
賞
　
一
名

よ
ハ
・
王
　
催

　
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

七
後
　
援

　
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
実
行
委

　
員
会
、
町
公
民
館

囲
碁
大
会

　
去
る
二
月
十
一
日
、
囲
碁
大
会

が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
二

十
人
の
碁
士
が
腕
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

◎
A
ブ
ロ
ッ
ク
（
三
段
～
一
級
）

一
位
寺
崎
直
孝
（
松
代
）

二
位
丸
山
恵
一
（
蒲
生
）

三
位
　
横
尾
好
和
（
峠
）

◎
B
ブ
ロ
ッ
ク
（
三
級
）

一
位
小
堺
陽
七
郎
（
室
野
）

二
位
　
柳
　
久
義
（
松
代
）

三
位
　
島
田
健
司
（
千
年
）

◎
C
ブ
ロ
ッ
ク
（
三
級
～
五
級
）

一
位
佐
藤
達
夫
（
室
野
）

二
位
　
植
木
直
栄
（
松
代
）

三
位
　
高
橋
清
丸
（
福
島
）

◎
D
ブ
ロ
ッ
ク
（
六
級
～
九
級
）

一
位
小
堺
喜
一
（
蒲
生
）

二
位
　
小
池
政
明
（
鉄
建
公
団
）

三
位
　
富
田
能
民
（
鉄
建
公
団
）

　
松
代
町
長
寿
者
番
付
中
で
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

序
二
段
、
関
谷
サ
ン
さ
ん
、
儀
明

　
　
　
　
　
　
　

は
松
代
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
一
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セ越えた風船

親戚づきあサ0～使者に
嶽組山
』，．謹曳姦ζ・

蕪餅　、頻鉾

　
　
　
　
昨
年
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期

　　　　瀬獅蘇

　　・騨鳶2

樋，嘆喉紅

ト』織遡》餐、、読賄
　　　漕諺黙鋤　　嚢・　　　囎

黛轟・請騰総舞

町
内
保
育
園
を
巡
回
し
、
保
育
園

児
と
と
も
に
各
地
区
の
人
々
に
”
火

の
用
心
”
を
街
頭
で
呼
び
か
け
た

り
、
風
船
に
小
さ
な
願
い
を
こ
め

て
飛
ば
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
八
日
、
午
前
十
一
時

半
、
松
代
保
育
園
児
九
十
二
人
の

小
さ
な
手
か
ら
離
れ
た
”
火
の
用

心
”
の
願
い
と
保
育
園
名
、
園
児

名
の
書
か
れ
た
風
船
は
、
上
層
の

気
流
に
乗
り
、
わ
ず
か
三
時
間
半

で
栃
木
県
ま
で
飛
ん
で
行
っ
た
の

▲稲川さんから松代保育園児全員にリボンで飾られたノー

　トがプレゼントされた

で
す
。
そ
の
中
の
二
個
が
拾
い
主

の
手
に
よ
り
、
N
T
T
や
郵
便
局

等
で
調
べ
ら
れ
、
我
松
代
町
で
あ

る
こ
と
か
わ
か
り
ま
し
た
。

　
拾
い
主
の
一
人
は
、
栃
木
県
豆

つ
　
が
　
　
あ
わ
の

都
賀
郡
粟
野
町
に
住
む
金
子
欣
一

さ
ん
。
風
船
の
主
は
若
月
恵
ち
ゃ

ん
（
千
年
・
坂
・
若
月
信
幸
さ
ん

二
女
）
で
、
以
来
、
金
子
さ
ん
と

若
月
さ
ん
の
家
族
ぐ
る
み
の
付
き

合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
手
紙
の

や
り
取
り
の
他
、
若
月
さ
ん
が
米

・
そ
ば
な
ど
を
送
る
と
栃
木
名
産

の
か
ん
ぴ
ょ
う
と
こ
ん
に
ゃ
く
な

ど
が
届
き
ま
さ
に
親
戚
同
様
。

「
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
一
度
」

と
お
互
い
に
往
き
来
に
乗
り
気
で

す
。　
も
う
一
人
の
拾
い
主
は
、
粟
野

　
　
　
　
か
　
ぬ
ま

町
の
隣
の
鹿
沼
市
に
住
む
稲
川
政

一
さ
ん
で
鈴
木
麻
子
ち
ゃ
ん
（
松

代
・
は
ち
ぜ
ん
・
鈴
木
誠
一
さ
ん

長
女
）
の
手
を
離
れ
た
風
船
。

　
稲
川
さ
ん
が
地
区
の
消
防
団
や

今
月
の
表
紙

　
二
月
十
四
日
に
町
内
ス
キ
ー
大

会
が
町
民
グ
ラ
ン
ド
と
少
林
寺
山

ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
ス
キ
ー
大
会
と
し
て
今
年

保
育
園
の
役
員
を
務
め
て
い
る
こ

と
か
ら
話
が
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進

み
、
先
月
の
二
月
十
日
奥
さ
ん
と

二
人
で
雪
の
松
代
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。
「
寒
い
の
は
慣
れ
っ
こ
で
す
が
雪

の
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
」
．

　
今
年
は
雪
が
少
く
て
有
難
い
で

す
よ
と
こ
ち
ら
が
言
っ
て
も
ピ
ン

と
こ
な
い
様
子
。

　
稲
川
さ
ん
は
午
前
中
に
松
代
保

育
園
で
園
児
に
会
っ
た
後
、
午
後

か
ら
分
遣
所
と
役
場
へ
。
秋
山
町

長
は
じ
め
役
場
関
係
者
と
談
笑
し

鈴
木
さ
ん
宅
へ
一
泊
。

「
子
供
が
大
好
き
で
、
本
当
に
明

る
い
性
格
の
人
で
し
た
。
の
っ
ぺ
、

な
ま
す
、
い
っ
ち
ょ
っ
ぱ
汁
を
お

い
し
い
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ

て
行
か
れ
ま
し
た
よ
」
と
鈴
木
さ

ん
。　
山
を
越
え
て
栃
木
県
と
松
代
の

家
庭
が
風
船
で
結
ば
れ
た
心
温
ま

る
話
題
で
し
た
．

か
ら
小
学
校
ス
キ
i
大
会
を
含
め

一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
の
方

々
の
参
加
を
増
や
し
大
人
か
ら
子

供
ま
で
一
日
楽
し
め
る
大
会
に
し

た
い
で
す
ね
。
何
し
ろ
雪
に
は
不

自
由
し
な
い
松
代
町
で
す
か
ら
。
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知
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情
に

悼
れ
ば
流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ

ば
窮
屈
だ
。
と
か
く
に
人
の
世
は

住
み
に
く
い
。

　
住
み
に
く
さ
が
高
じ
る
と
、
安

い
所
に
引
き
越
し
た
く
な
る
。
ど

こ
へ
越
し
て
も
住
み
に
く
い
と
悟

っ
た
時
詩
が
生
ま
れ
て
、
画
が
で

き
る
。
人
の
世
を
作
っ
た
も
の
は

神
で
も
な
け
れ
ば
鬼
で
も
な
い
。

や
は
り
向
う
三
軒
両
隣
に
ち
ら
ち

ら
す
る
。
（
草
枕
夏
目
漱
石
よ
り
）

　　グ
　　こ
　　た
　いつ
　いつ
　もて
関ん
谷で
武す
　〃

　
私
も
堅
い
文
面
で
飾
ろ
う
と
思

う
の
で
す
が
、
性
格
的
に
軽
い
者

で
す
か
ら
。
こ
の
広
報
ま
つ
だ
い

ヤ
ン
グ
広
場
に
掲
載
す
る
の
か
と

思
う
と
、
ま
ず
い
、
非
常
に
ま
ず

い
…
…
。
え
ん
ぴ
つ
を
な
め
な
め

書
い
て
い
る
し
だ
い
で
す
。

　
今
年
は
暖
冬
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
二
月
に
な
る
と
雪
も
沢
山
降

り
松
代
の
景
色
に
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
し
て
、
私
も
毎
年
こ
の
季
節
に

な
る
と
こ
た
つ
の
中
で
顔
だ
け
外

に
出
し
そ
の
前
に
テ
レ
ビ
の
ス
イ

ッ
チ
、
み
か
ん
、
菓
子
、
お
茶
等
、

準
備
万
端
に
し
て
、
立
っ
て
い
る

も
の
は
親
で
も
使
え
と
ば
か
り
口

と
手
だ
け
動
か
す
毎
日
で
す
。

　
そ
ん
な
生
活
を
す
る
今
日
で
は
、

電
化
製
品
を
は
じ
め
、
季
節
や
、

時
間
も
朝
晩
の
区
別
も
な
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
久

食
べ
も
の
な
ど
季
節
感
が
全
く
な

く
な
っ
て
し
ま
い
淋
し
い
事
で
す
。

飽
食
の
時
代
で
は
あ
る
が
、
心
も

飽
食
な
人
々
の
町
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
、
こ
た
つ
の
中
で
思
う
訳
で

あ
り
ま
す
。

「
こ
た
つ
に
ば
っ
か
入
っ
て
な
い

で
、
体
動
か
せ
っ
て
や
そ
」

　
母
に
怒
ら
れ
て
は
、
も
ぞ
も
ぞ

と
体
を
出
し
雪
ほ
り
だ
。

　
確
か
に
、
こ
た
つ
に
入
っ
て
い

る
と
時
間
を
も
っ
た
い
な
く
使
っ

て
し
ま
う
と
思
う
。
た
だ
弁
解
で

は
な
い
の
だ
が
、
お
っ
様
（
長
命

寺
住
職
、
恩
恵
を
込
め
て
）
が
、

高
校
時
代
に
”
人
間
皆
ん
な
二
十

四
時
間
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
”
と

言
わ
れ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。
そ

の
時
は
、
だ
か
ら
充
実
し
た
生
活

を
し
ろ
と
言
う
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
し
、
今
で
も
そ
う
だ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
も

う
一
つ
あ
る
ん
で
す
。
金
持
ち
も
、

貧
乏
人
も
平
等
に
、
二
十
四
時
間

だ
と
い
う
事
で
、
時
間
は
金
で
買

え
な
い
ぞ
“
ざ
ま
あ
み
ろ
”
（
又
、

同
じ
時
を
生
き
た
）
と
変
に
心
が

安
む
と
い
う
事
で
す
。
も
っ
た
い

な
い
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
充
実

し
た
時
間
で
も
あ
り
、
落
ち
込
ん

だ
時
に
そ
の
言
葉
を
思
い
出
す
時

間
で
も
あ
る
訳
で
す
。

「
さ
て
、
こ
た
つ
か
ら
出
る
ぞ
」

　
例
年
の
よ
う
に
松
代
町
か
ら
、

ギ
ヤ
ン
ド
モ

若
者
が
流
出
す
る
時
期
に
な
り
淋

し
く
な
り
ま
す
。
先
月
号
の
中
沢

さ
ん
で
は
な
い
で
す
が
、
な
ん
と

か
人
口
の
流
出
を
防
ぎ
活
気
の
あ

る
町
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
．

　
P
・
S

　
私
事
の
文
面
で
終
っ
た
事
を
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
広
場
裏
話

「
も
し
も
し
、
○
○
さ
ん
で
す
ね
」

「
は
い
、
そ
う
で
す
」

「
役
場
の
広
報
を
担
当
し
て
い
る

者
で
す
が
、
実
は
…
…
」

「
エ
ッ
、
私
、
ダ
メ
で
す
。
カ
ン

ベ
ン
し
て
下
さ
い
。
」
と
、
用
件
を

言
わ
な
い
う
ち
に
断
わ
ら
れ
る
の

は
、
皆
さ
ん
が
こ
の
欄
を
読
ん
で

く
れ
て
い
る
と
喜
こ
ん
で
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
近
頃
、
ふ
ら
れ
る
回
数
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
負
け
ず
に
ア
タ

ッ
ク
し
ま
す
。
是
非
挑
戦
を
受
け

て
下
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

米
持
博
・
金

玉
女

（
室
野
・
前
田
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

岩
崎
知
里
　
父
一
成
・
母
泰
子

　
（
長
女
・
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

高
野
竜
人
　
父
典
四
郎
・
母
町
子

　
（
長
男
・
松
代
・
与
志
乃
）

ご
冥
福
（
死
亡
）

宮
澤
リ
ャ
ウ
　
7
8
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
た
い
さ
ま
）

山
賀
　
ミ
エ
　
7
6
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
東
屋
）

柳
　
　
ク
ニ
　
9
5
歳

　
　
　
　
（
犬
伏
・
池
ノ
窪
）

中
村
俊
正
　
62
歳

　
　
　
　
（
儀
明
・
兵
右
エ
門
）

（
1
／
2
1
～
2
／
⑳
受
付
分
）
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文
　
薔
・
郵

　
　
　
　
　
　
　
畿
一
塑

　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ず

　
　
　
　
　
　
　
念
、
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
短
歌
息
白
く

　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
野
　
石
　
　
念

移
り
ゆ
く
青
年
達
の
主
張
を
ば
涙

新
た
に
今
年
も
聞
き
ぬ

冬
ざ
れ
の
怒
濤
の
海
辺
さ
ま
よ
へ

ば
神
に
縄
ら
ん
切
な
さ
の
湧
く

無
骨
な
る
わ
が
手
に
か
け
し
鯉
の

　
　
い
け
に
え

目
の
生
蟄
故
に
悲
し
み
持
た
ず

谷
川
の
音
も
ひ
そ
ま
り
降
る
雪
を

窓
に
見
て
お
り
わ
が
息
白
く

　
　
俳
　
　
句

節
分
の
谷
間
に
ひ
び
く
川
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

寒
鱈
の
目
玉
大
き
く
売
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

大
火
箸
つ
つ
き
回
し
て
寺
の
地
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

こ
ろ
こ
ろ
と
胸
ふ
く
ら
ま
せ
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

雪
礫
投
げ
し
瀬
音
の
高
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

節
分
や
年
を
忘
れ
て
豆
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

一
晩
中
裏
山
鳴
り
て
寒
も
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

隙
間
風
夜
具
を
か
す
め
て
野
を
渡

る
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

ぶ
ら
さ
が
る
寒
灯
一
つ
屋
根
重
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

何
や
か
に
過
せ
し
ま
ま
の
冬
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

暖
か
き
炭
火
ほ
の
か
に
冬
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

病
母
の
呼
ぶ
声
ま
だ
強
き
二
月
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

束
の
間
の
冬
晴
れ
な
れ
ど
気
も
晴

れ
る
　
　
　
　
　
　
　
喜
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
も

豆
撒
く
も
祝
ぎ
の
一
事
や
句
友
の

来
て
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

除
雪
車
の
地
響
き
去
り
て
闇
戻
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

豆
を
撒
く
園
児
大
き
く
足
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

御
詠
歌
の
明
る
さ
に
雪
や
ん
で
お

り
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

粕
汁
に
ほ
て
る
五
体
は
雪
疲
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

苧
を
撚
り
し
母
の
世
遠
き
雪
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
豊
，

σい
￥
’
／君鴇

宗

力や
村
癖
面
ぎ

都
想
か
ら
　
　
／

OO

キ
P
離
琳
5
ヒ

記
曾
之
黛

　
　
　
　
評
Q

ウ
サ
キ
　

」

　
　
　
　
　
　

小
屋
訟
刀
勿
饗

脱
出
た
塩
．
．
写

　
　
　
　
　
一

　
ー
　
　
　
皿

錘、甜ルジ諺膿
緊葦、滞傷，難Φ§

a
砂
参

牌
辱
，

四
』
叉
（
％

　
　
　
　
　
　
　
　
ン

／
　
融
協

趨
　
錠

“
　
　
　
　
　
　
　
¢
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

嫁
禅
／
迦

壊0轟．糊蹴
8晒碗奪
、、＼、ψ夕、空　産走
癩㍑、、｝あ勾乳め

野
に
咲
く
花

　
隷
馨
ウ
バ
ユ
リ

　
別
名
ヤ
マ
カ
ブ
と
も
云
う
。

　
し
め
っ
た
山
地
の
林
内
、
谷
間

の
草
地
に
ま
ば
ら
に
生
え
る
多
年

生
の
大
形
草
．

　
り
ん
け
い

　
鱗
茎
（
地
下
茎
の
球
状
に
な
っ

た
も
の
）
は
若
い
株
に

だ
け
あ
り
、
花
を
つ
け

る
と
消
失
し
て
し
ま
う
。

　
茎
は
直
立
し
て
、
一

米
～
一
・
五
米
に
も
な

る
。
葉
は
茎
の
途
中
に

か
た
ま
っ
て
つ
き
、
広

だ
円
形
状
の
心
臓
形
。

若
い
葉
は
脈
な
ど
に
紫

色
の
し
み
が
つ
く
が
生

長
す
る
と
緑
色
と
な
る
。
ま
夏
の

頃
、
茎
の
上
に
緑
白
色
の
花
を
十

箇
く
ら
い
つ
け
る
。
七
糎
く
ら
い

の
細
長
い
つ
つ
状
で
先
が
六
つ
に

さ
け
、
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
。

　
若
い
株
に
あ
る
鱗
茎
を
食
用
と

す
る
。
く
せ
も
苦
味
も
な
く
、
ソ

フ
ト
な
舌
ざ
わ
り
で
真
の
ユ
リ
と

違
っ
た
風
味
が
あ
る
。

　　　　　　　　　灘　　　　　　　鶴　　　　　　蝋
　購

難

　　　　　難

　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
正
樹

圏
　
　
白
先
勝
（
3
手
ま
で
）

　
●
ヒ
ン
ト
…
急
が
ば
回
れ

　
　
2
分
で
3
級
、
1
分
で
初
段
。

ε1

　
。
紹
圭
ー
ユ
ε
日
コ
z
蓄
ユ
圭
暫

遅
⑦
手
劉
賜
尋
壊
圭
⑦
有
目
マ
ー
日

、
爵
詳
し
誰
士
ε
コ
q
互
判
q
・
∀
准

　
　
　
　
　
〈
鶴
玉
葺
罪
〉


